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だよりだより
　
『
華
』
は
、
明
治
40
年
に
「
大
阪
園
芸
会
」
に

よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
月
刊
の
園
芸
雑
誌
で
す
。

『
盆
栽
雅
報
』（
本
誌
２
０
２
０
年
８
月
号
参
照
）

や
『
東
洋
園
芸
界
』（
同
10
月
号
参
照
）
と
並
ん

で
そ
の
存
在
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
現
存
す
る
雑
誌
が
少
な
い
た
め
、『
華
』
の

内
容
や
「
大
阪
園
芸
会
」
と
い
う
組
織
の
実
態

な
ど
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
い

た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
で
は
、
昨
年
度
、
創

刊
号
か
ら
明
治
43
年
10
月
刊
の
「
第
四
年
第
拾

輯
」
ま
で
の
う
ち
33
冊
を
収
蔵
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
は
、
今
号
と
次
号
に
わ
た
っ
て
、
当

館
収
蔵
品
を
通
し
て
『
華
』
と
大
阪
園
芸
会
に

関
す
る
基
礎
的
な
事
実
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

明
治
40
年
11
月
刊
の
創
刊
号
（「
第
壱
輯
」）

に
は
、
巻
頭
に
『
華
』
の
編
集
者
・
小
倉
柿
花

に
よ
る
「
大
阪
園
芸
会
の
設
立
と
月
刊
『
華
』

の
発
刊
に
就
き
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
「
物
質
的
文
明
」
に
惑
わ
さ
れ
た

「
国
民
生
活
の
堕
落
、
徳
性
の
腐
蝕
」
と
い
っ

た
現
状
へ
の
危
惧
と
と
も
に
、「
世
の
繁
忙
と

複
雑
を
加
ふ
る
に
従
ひ
て
、
吾
人
が
簡
素
と
休

息
を
要
す
る
に
緊
要
な
る
精
神
的
療
法
と
し
て

（
中
略
）
理
想
的
高
潔
な
る
媚
薬
と
し
て
、
多

趣
多
味
な
る
媚
薬
と
し
て
、
自
然
を
愛
す
る
優

美
心
の
基
点
と
し
て
吾
人
は
園
芸
を
以
、
其
最

高
な
る
も
の
と
信
ず
」
と
、「
自
然
」、
さ
ら
に

は
「
園
芸
」
の
意
義
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
小
倉
は
「
園
芸
美
」
が
「
人
類
品
性

の
涵
養
に
多
大
の
潜
勢
力
」
が
あ
り
、「
夫
れ
花

卉
を
愛
す
る
程
度
の
高
下
は
其
国
の
文
野
を
卜

知
す
る
に
足
る
べ
く
、
其
国
民
の
最
高
の
美
徳

を
発
揮
す
る
に
緊
要
な
る
方
法
と
し
て
、
吾
人

は
我
が
国
民
に
こ
の
観
念
を
一
層
深
く
感
ぜ
し

め
ん
と
欲
す
る
に
切
な
る
も
の
、
之
れ
本
会
設

立
の
微
衷
に
し
て
機
関
雑
誌
『
華
』
の
発
行
も

亦
、
之
れ
が
趣
味
普
及
に
外
な
き
な
り
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
続
い
て
大
阪
園
芸
会
の
「
発
起
人
」

の
一
人
で
『
華
』
の
発
行
者
で
あ
る
松
井
吉
助

の
「『
華
』
発
刊
の
辞
」
で
は
、
最
近
「
我
邦
に

於
て
漸
く
園
芸
を
重
視
す
る
に
到
り
、
識
者
は

其
趣
味
を
説
き
、
其
発
展
を
促
す
に
切
な
る
も

の
亦
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
園
芸
雑
誌
華
こ

の
機
運
に
遭
遇
し
て
生
る
、
是
れ
又
時
代
の
産

児
な
り
、
即
ち
時
代
の
要
求
に
外
な
き
な
り
」

と
し
て
、「
本
誌
は
大
方
識
者
の
指
導
を
亨
け
、

汎
く
園
芸
美
に
関
す
る
趣
味
の
普
及
、
嗜
好
の

皷
吹
を
努
む
に
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
小
倉
と
松
井
の
言
か
ら
は
、
大
阪
園

芸
会
の
発
会
と
『
華
』
の
創
刊
が
、
明
治
40
年

当
時
の
社
会
状
況
と
、
そ
の
中
に
お
け
る
「
園

芸
」
の
社
会
的
位
置
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
当
時
の
「
園
芸
」

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
明
治
30
年
代
に
入
っ

木
屋
と
花
屋
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
63

―
５
）。
歴
史
あ
る
名
園
の
吉
助
園
で
す
が
、

明
治
末
期
に
廃
業
し
た
こ
と
も
あ
り
、
江
戸
時

代
以
降
の
同
園
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多

く
、
こ
の
点
で
『
華
』
は
明
治
の
吉
助
園
の
様

子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資

料
に
な
り
ま
す
。

　

大
阪
園
芸
会
の
目
的
は
、
創
刊
号
掲
載
の
規

則
に
「
盆
栽
、
花
卉
、
果
物
、
蔬
菜
、
観
賞
植

物
及
築
庭
等
一
切
の
園
芸
に
関
す
る
学
術
並
に

業
務
の
発
達
を
図
り
、
汎
く
園
芸
趣
味
の
普
及

に
努
む
る
に
あ
り
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
事

業
と
し
て
は
『
華
』
刊
行
の
ほ
か
に
「
陳
列
会
」

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
41
年
３
月
か
ら
は

春
秋
二
期
の
大
会
の
ほ
か
に
「
定
期
陳
列
会
」

を
吉
助
園
で
毎
月
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
（『
華
』
第
２
年
第
５
輯
）。
こ
の
定
期
陳
列

会
で
は
、「
地
方
会
員
」
に
は
写
真
で
の
出
品
が

許
可
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
阪
園
芸
会
の
会
員

は
発
足
間
も
な
い
明
治
40
年
12
月
31
日
時
点
で

２
４
５
名
を
数
え
、
そ
の
内
訳
は
全
国
18
府
県

と
韓
国
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
（『
華
』
第
２
年

第
１
輯
）。
大
阪
園
芸
会
は
大
阪
に
軸
足
を
置

い
て
発
会
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
実
は
全
国

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
の
で
す
。

（
当
館
学
芸
員　

林　

進
一
郎
）

て
か
ら
「
園
芸
」
を
冠
し
た
雑
誌
が
次
々
に
創

刊
さ
れ
（
丸
山
宏
「
明
治
期
に
お
け
る
朝
顔
雑

誌
の
創
刊
と
そ
の
展
開
」『
造
園
雑
誌
』
57
―

５
）、
ま
た
明
治
40
年
に
な
っ
て
「
園
芸
」
と
い

う
言
葉
が
現
在
の
意
味
（
花
卉
な
ど
の
栽
培
・

技
術
）
で
辞
典
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
水
島
か
な
江
「
近
代
に
お

け
る
園
芸
領
域
へ
の
団
ら
ん
の
浸
透
」『
日
本

家
政
学
会
誌
』
59
―
２
）。『
華
』
の
創
刊
は
「
園

芸
」
が
社
会
的
に
定
着
し
は
じ
め
た
時
期
と
軌

を
一
に
し
て
お
り
、
松
井
が
述
べ
る
よ
う
に
、

確
か
に
そ
れ
は
「
時
代
の
産
児
」
で
あ
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

大
阪
園
芸
会
の
組
織
は
、
大
阪
市
内
の
盆
栽

園
で
構
成
さ
れ
た
「
発
起
人
」（
発
会
時
は
13

名
〔
表
参
照
〕）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
会
員
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
発
起
人
」
の
う

ち
大
阪
盆
栽
界
の
草
分
け
と
さ
れ
る
三
樹
園
や

梅
丈
園
の
名
前
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

会
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
前
述
の
松

井
吉
助
で
し
た
。
会
の
事
務
所
は
吉
助
園
に
置

か
れ
て
お
り
、
創
刊
の
翌
年
に
は
発
行
者
兼
編

集
者
と
な
っ
て
『
華
』
の
刊
行
を
一
手
に
引
き

受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
元
禄
年
間
に
創
業

し
た
吉
助
園
は
、
代
々
「
吉
助
」
を
名
乗
っ
て

牡
丹
を
得
意
と
し
（「
吉
助
牡
丹
」）、
嘉
永
期

頃
に
は
京
阪
の
植
木
屋
に
お
い
て
唯
一
、
江
戸

の
染
井
や
巣
鴨
の
植
木
屋
に
劣
ら
な
い
と
の
評

判
を
得
て
い
ま
し
た
（
飛
田
範
夫
「
大
坂
の
植

12 月

【
収
蔵
品
紹
介
】

『
華
』（
大
阪
園
芸
会
、
明
治
40
年
創
刊
）
①
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『
華
』
第
1
輯[

創
刊
号]
（
大
阪
園
芸
会
、
明
治
40
年
11
月
）

『華』第 2年第 1輯（明治 41年 1月）掲載の
松井吉助の陳列風景（松・寒牡丹）

表 . 大阪園芸会の「発起人」
（明治 40年 11月時点）
一樹園 大阪市北区梅田停車場前
梅丈園 大阪市北区老松町大路次
梅市園 大阪市南区恵美須町
桃李園 大阪市南区玉屋町
巌樹園 大阪市南区今宮
松井吉助 大阪市南区高津
小林園 大阪市南区東高津南ノ丁
赤松園 大阪市西区北堀通 4丁目
三樹園 大阪市北区野崎 500番地
三湖園 大阪市北区西堀川町 86番地
青樹園 大阪市南区恵美須町
静香園 大阪市南区安堂寺町 4丁目
翠香園 大阪市北区曽根崎上 1丁目
※『華』第 1輯より
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